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	参加目的：

 RHMF(2009)は強磁場を専門に扱う研究者が一堂に会する会議である。このような場で、我々が研究を行っているシングルターンコイル法を用いた磁化測定技術に関する最近の著しい進展の報告と議論を行うことで、研究に関して知っていただくとともに共に今後のさらなる研究の発展に結び付けること。

	会議の状況：
　ドイツ、日本、アメリカなど強磁場施設を有する国をはじめとし、世界各国から多くの研究者が集まり、各分野において活発な議論が行われていた。また、ドレスデンにある強磁場施設HLDにも多くの参加者が見学に訪れ、最新の設備に関しての情報を得ていた。

	成果概要：

　私が行ったポスター発表では、シングルターンコイル法を用いた100Tを超える磁場領域での磁化測定に関する報告を多くの方に聞いていただくことができた。非破壊型のパルス磁場は用いたことがあるが破壊型には馴染みがないという方にも、シングルターン法の特徴や現状を知っていただくことができ有意義な発表であったと感じた。
　講演に関しては、単一セッションであったため多様な研究に関する発表を聴講することができた。これほど様々な分野で強磁場が利用されているということを知り、その最先端の研究報告は非常に興味深いものばかりであった。

　私個人としても、初めての国際会議ということで、英語での発表や、外国の研究者の方々との交流など初めての体験であったが戸惑いながらも楽しむことができ、貴重な経験を積むことができた。
　今後、我々の研究を展開する上で今回得た情報は非常に有益なものであった。


